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慧多あJさ二 具γ療、」電：もうおく 

、てこ。篇罵轟欝露鵜 言 
本庄市の町田好一郎幹事が、望遠鏡の接眼レンズに8niilビデオをつけるだけで、手軽にド

アッブビデオが写せるという衝撃的な事実を発見したのが昨年のこと。それ以来、支部内で

ひそかにM式ビデオウィルスが蔓延し始め、遂に私も感染してしまった。ついでだから、ほ

かの人にもうつしてしまえと、ビデオカメラをいじり始めてまだ 1年にも満たないのに、大

胆にも書いてしまうのだ。だめといっても書いてしまうのだ。 

簿競襲鷺憂窃襲廉 なぜ写るのか 鷺襲蹴襲蹴舞鷺競

基本形は、町田幹事が本年2月号の『地鳴

きコーナー』に発表したとおり。 

え、うそうそ、ホントーなんて、馬鹿な女

学生みたいに叫びながらも、かしこいおじさ

んは考えた。ナゼこれで写っちゃうのだろ 

じつはこれは間接撮影といって、顕微鏡や

天体望遠鏡の初歩的撮影方法として、昔から

おなじみの方法。今のような優秀な撮影用望

遠レンズが手に入るようになる前は、そうい

う方法で野鳥も写真撮影していたものだと、 

ずっとずっと先輩の某氏は、日の当たる縁側

で、懐かしそうに昔話をしておったわい。 

野鳥観察に使う望遠鏡は、対物レンズで結

んだ像を接眼レンズで拡大して見る。そして

そのままでは逆さまに見えるので、間にプリ

ズムを入れて上下を入れ替え、正立にさせて

いる。ケプラー型望遠鏡というわけで、この

構造は、ピデオ用高倍率テレコンバーション

レンズとまったく同じだ。 

だから、今の少しの光量でも写るビデオカ

メラであれば、望遠鏡の接眼レンズにくっつ

けただけでも写るのは、当たり前といえば当

たり前。ただ、今はほとんど忘れられていた

間接撮影方法を、ビデオカメラと野鳥用望遠

鏡に応用し、再発見してしまったところが、 

町田さんはエライ！ 

憂躍 市販のテレコンレンズとの違い 畿i難

コンバーションレンズとは、本体レンズの

前にねじ込んで、画角を変換させるもので、 

よりワイドにするワイドコンバーションレン

ズと、より望遠にするテレコンバーションレ

ンズがある。 

この場合は、テレコンの方の問題になるわ

けだが、いろいろな種類のテレコンが市販さ

れている。それらのテレコンを使う場合と、 

望遠鏡を使う場合は、どう違うのだろう。 

まず倍率が違う。 

‘中には12倍57, 000円という反射式テレコン  

もあるが、我が望遠鏡さんは、20倍が普通

だ。私が使っているビデオカメラ、ソニーcc 

D-TR705 は8倍ズームレンズがついていて、 

望遠いっばいにすると、普通の写真用カメラ

に換算して、約 350mmに相当する。というこ

とは、単純計算では、20倍望遠鏡の像を撮影

すると、 3SOniniX 20倍＝ナナナなんと、写真

カメラの 7,000mm に相当するということにな

ってしまう。キャノンのHi 8カメラに、写真

用超望遠レンズが直結できるものがあるが、 

この倍率にはかなわない。 

次に、画質が違う。 

残念ながら市販のテレコンは、対物レンズ

があまり大きくない。大きさに限りのある対

物レンズでとらえた像を拡大するわけだか

ら、どうしても高画質を期待するわけにはい

かない。望遠鏡は、それより対物レンズが大

きい。しかも、そもそもそれを通して物を見

るように設計されているのだから、当然、市

販テレコンを通して見る像より優れている。 

欠点もある。 

まず、ビデオカメラとつなぐような構造に

はなっていないから、そのための工夫が必要

だ。 

画質の点では、テレコンよりはいいが、そ

のままでは直結型レンズにはかなわない。そ

こで、倍率が高いという有利な点をいかした

ままで、できるだけ良い画質を得る工夫も必

要になってくる。 

潔蒸蹴駁 写真撮影用レンズの応用 畿麟藍蹴襲

ビデオカメラの問題では、8m皿カメラより

班8のほうが、姐S より S-VHSの ほうが画質

が良いとか、Cの （映像素子）が1個のもの

より3個のもののほうが高画質だとか、メー 

カーによっても、値段によってもいろいろあ

るけれども、そのへんのところは専門雑誌な

どもたくさん出ているのでそちらにお任せす

るとして、こちらはあくまでも光学系のほう

の話だけをする。 

望遠鏡による撮影ができることを確認した 
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ところで、ふと見ると、長年連れ添った写真

撮影用レンズ、ニコンF3. 5-400mmが、 私のこ

とも忘れないでと、寂しそうな横顔を見せて

いる。 

そうだ、私には、このかわいいヤツがいた

のだ。これに望遠鏡アダプターをつければ、 

普通の望遠鏡よりずっと良い映像が得られる

はずだ。 

前から私は撮影用レンズに望遠鏡アダプタ 

ーをつけて、観察に利用していた。しかも、 

市販のアダプターの接眼レンズは小さくて倍

率も高すぎるので、ニコンフィールドスコー 

プの20倍用接眼レンズと手作りで交換して使

っている。 

やって見たら、十分に満足できる画質だっ

た。私がウイルスに感染してしまったのは、 

それ以来なのだ。 

！ミ蹴藍窃弓線i蹴 ノウハウいくつか 澱鷺線三I競競 

［望遠レンズとビデオカメラの接続］ いちば

ん簡単な、ニコンフィールドスコープと、ソ

ニーTRiOS との接続方法を紹介しよう。 

フィールドスコープの適当な位置に、適当

な金具をしっかりと取りつける（写真1)0 

フィールドスコープの接眼レンズの折り返し

ゴムを適当に切り取る（写真2)。準備はこ

れだけ。あとはビデオカメラのストラップを

細い丈夫なものにかえ、適当な位置に結び目

を作り、金具に引っ掛ける（写真3)。 

ストラップの結び目の位置を細かく調節す

れば、これで固定できてしまう。慣れないう

ちはカメラが落下する危険があるが、その際

の損害については当局は一切関知しないので

ご注意を。 

機材によってはそれなりの工夫も必要だろ

うし、三脚メーカーから売り出されているプ  

レートの上にレンズとカメラを取りつけて高

さを調整する方法などもある。あれこれやっ

てみようではないか。 

［鳥を画面にとらえる方法］ かなりの高倍率

になるので、眼で見えている鳥を画面の中に

とらえるのが一苦労。ビデオの方を一度ワイ

ドに引いて、ファインダー内に望遠鏡の視野

全部を写して鳥を探し、見つかったところで

テレいっばいにして、撮影ボタンをオン。 

［ケラレを取る方法］ いざファインダーをの

ぞいて撮影しようとすると、画面のー部が黒

く影になっていることがある。明るいところ

でよく起きる。難しい理屈は分からないけれ

ども、これはカメラ内の絞りによるケラレだ

から、レンズで絞り込めれば絞り込む、ある

いはカメラのシャッター速度を上げたり、明

るさ設定をマニュアルにして明るくすれば、 

きれいに取れる。 

［そのほかいろいろ細かいことは］ 三脚の雲

台をビデオ用のものにしたほうが良いとか、 

マイクは狭指向性のものを使ったほうが良い

とか、いろいろあるけれども、毎月袋づめの

会の後に開かれる写真クラブ定例会では、お

たがいの映像を見ながら、技術的超極秘情報

も飛びかっている。誰でも参加できる貴重な

機会だ。 

範鰻蹴襲簿襲案線 困っています 纂潔i纂麟鷺畿縫

画質の面では、業務用 3 CCDのカメラには

かなわないし、プリントでは普通の写真フイ

ルムの性能にはとうてい追いつけない。 

それでも、遠くから、あまり苦労しないで 

ー応満足できる映像が撮れるし、ともかく動

くのでおもしろい。現像しないで即見られ、 

音も入って記録性抜群。困ってしまった。も

っともっと重症になってしまいそう。 
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シメ（登坂久雄） 

シェイクスピアと一

松井昭吾（大宮市） 

昔々若かりしころ読んだシェイクスピアの

作品の中で、何か印象的な場面にトリが出て

いたことを、パードウォッチャーとしてかな

りトリにのめり込んできてから、ふと思い出

しました。 

休日はほとんど野外に出てしまうので、調

べる時間もなく、長いことかかり、やっとの

ことでそのトリと、情景をつきとめました。 

あの有名な四大悲劇のひとつ、マクベスで

した。ダンカン王は、そこで自分が殺される

ことも知らず、腹心の部下マクベスの城を訪

問しますと、城の周辺をイワツバメが飛びま

わっています。 「イワツバメのおるところは

住み良いところだ」と誉めます。 

日本語では「つばくろ」となっているもの

と「イワツバメ」となっているものがあり、 

果たしてシェイクスピアはどんな言葉を使っ

たのかと、原書を調べてみると、"Martlet" 
つまり 「イワツバメ」の”House Martin”を使

っており、 「ただツバメ」ではないことがわ

かりました。 

さらに興味深いことには、ダンカン王の死

を予知したのか、 「カラスがしゃがれ声をし

て王の入城を待っている」としています。こ

のカラスはどんなカラスかと調べてみます

と、"Raven" （ワタリガラス）でした。現在

のワタリガラスの分布図でも、確かにスコッ

トランドでは留鳥とされていますが、シェイ

クスビアの時代にも、ごく普通にいたのでし 

よう。 

450年もの昔、日本では信長や秀吉の時代

に数多くの名作を残したシェイクスビア（15 
64-1616 ）も、現代の私たちと同じように、 

カラスは不吉なもの、ツバメは良いものとい

う考えをもっていたようで、あの偉大な文豪

も、何か少しは身近に感じられませんか？

これこそパードウォッチャーのメリットで

しょう。 

寸上｛彦 

2年半前、現在地に越してきました。私の

持っている古い地図によると、吉川町の隣の

越谷市大沢付近に「シラコバト生息地」とあ

りました。吉川に行ったら、ぜひこの生息出り

でシラコバトに会いたいものだと思っていま

した・ 

こちらに来て1ケ月後の土曜日、早速地図

を頼りに出かけました。しかし、地図の示す

場所はすでに宅地化され、近くのコンビニエ

ンスストアで尋ねても、首をかしげるばかり

でした。 

がっかりして帰る途中、中川沿いの住宅の

青い手すりに、白っぼい鳥が見えました。ハ

トらしい。ドパトではない。キジパトでもな

い。シラコバトだ。大変感激しました。 

そのうちに私は毎日のようにシラコバトに

会うことができるようになりました。こちら

では実にポピュラーな鳥なんですね。 

響鷲麟舞 

難類難i 
去る9月27日、狭山市の稲荷山公園で、, 

事ェゾビタキを見ることができました。した

がって、浦和のTさんはじめその他の皆様、 

今後ェゾビタキネタで私をイジメようとして

もー切ムダです。あしからず。 

しかし、コサメビタキやサメビタキを見て

から6年もたっているのだから、やはり相性

が悪いのかなあ。 



袖一柳くー翼“遮柳●ザ博臨魯“伽蟻ー、加ー一く“ー’'" 

のねぐら 

長島岩雄（撮轟か） 

夏の終わりころから、県営吉見総合運動公

園（比企郡吉見町）にサギのねぐらができは

じめました。 

日没前30分ころから、1羽、2羽と集まっ 

~議鼻li"‘ 	くンソー喜‘'l 

「私はそんなに老けこんでません」と女房

に同行拒否され、ひとりで札所めぐりをして

います。先日、坂東結願所の安房館山、那古

寺に出かけました。 

内房線の車窓から数羽のトビが悠然と飛ん

でいるのが見え、訪ねたお寺でも同様です。 

しかも目の前、肉眼で良く見えるところまで

降りてくれて、サービス満点でした。 

これまで探鳥会で、ベテランの方に「上空

にいるのがトビです」 と教えられても、 「な

るほどな」程度の認識でしたが、今回は双眼

鏡などまったく不要で、この目でしかと見、 

あらためてその大きさと、ゆうよう迫らぬ姿

に、びっくりしました。  

て来て、日没ころには30羽位の集団でピーク

に達します。その後も数羽のサギが、タ陽の

残光に輝きながら、キラキラと舞い戻り、そ

の光景には感嘆させられます。それも日没後 

20分くらいで終わります。 

雑木に羽を休ませながら、鳴き声を上げ、 

しばらく落ちつきません。互いに一日の収穫

を語り合っているようです。 

その光景を楽しく興味を持って観察してい

るのは、私ばかりではないようですが、ある

日突然、このねぐらの周りの茅やガマが刈ら

れてしまいました。茅やガマの中にいたカモ

やサギが居場所を失ってしまったばかりでは

なく、サギのねぐらも100nぐらい離れた雑木

林に移動してしまいました。 

これはこれでやむを得ないと思っていまし

たところ、またまた新しいねぐらの周りの茅

を刈ってしまいました。 100羽のサギが居場

所をなくしてしまう危険がせまっています。 

広々とした公園の一角を、サギやバン、ゴ

イサギたちの場としておくことはできないの

でしょうか。 

白頭鷲の英名講座 第3回 

ノ、シヒど I：コプゴ ニE- Shoveller 

今月も引き続いて大いにくちばしにこだわ 
	

向かって広がっており、最も広いところで 

ります。今月の登場は、誰が見ても一目瞭 
	

は、基部の約2倍もあり、頭の幅よりもやや 

然、しかも英名も和名も見事に一致していま 
	

広いくらいあります。 

す。 
	

また、横から口を開いたところを見ると、 

それは、シビヒロガモ（Shoveller) です。 	まさに小型ヒゲクジラで、波過用の櫛状の歯 

漢字を当てると 「噛広鴨」 となり、英名の 
	

がよく見えます0 

Shoveller とは、 “シャベルの形をしたも 
	

アメリカでは、このハシビロガモにいろい 

の”または“シャベルを使うもの” といった 
	

ろなニックネームがあります。そのまま並べ 

意味で、くちばしをシャベルと見立て、その 
	

ますが、いずれもうまくくちばしの特徴をと 

シャベルで水中の餌をかき集めます0 
	

らえています。 

採餌方法はじつにうまく、このシャベルを 
	

Spoony 	ー スプーンちゃん 

最大限に活用しているのです0 まず、このシ 
	

Spoon-bill ー スプーンはし（噛） 

ャベルで泥ごとパクッと口に入れ、よく発達 
	

Broad-bill ー ハシビロ（広噛） 

した櫛状の歯で、ヒゲクジラの様にこして、 	Shovel-bill ー シャベルはし（噛） 

水生昆虫や小型の甲殻類の幼虫を、実に上手 

に採食するのです。 	 ハシビロガモにご対面の節には、こんなこ 

カモ類のくちばしを真上から見る機会は滅 とを頭に描きながら観察すれば、バードウォ 

多にありませんが、ハシビロガモのくちばし 
	

ッチングの楽しみも、より一層大きくなるで 

を真上から見ると、基部から放射状に先端に 
	

しょう。 
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ハジロカイツプリ ◇8月11日、戸田市道満

貯水池で夏羽1羽（海老原美夫）。 

ョシゴイ ◇7月10日、川越市の伊佐沼で早 

1羽。中州のアシの間から顔をだし、目の

前を通過するカルガモ親子8羽の行列をつ

くづく眺めた後、フナを1匹捕まえて食事

をしていました（中司隆由）。◇ 8月24日

熊谷市の別府沼で早 1羽。飛び上がった時

の羽の黒い模様がはっきりとして、すごく

きれいだった（中島章二）。 

オオョシゴイ ◇8月7日、川越市の伊佐沼

の中州のアシの茂みから早 1羽。当日はゴ

イサギの幼鳥かと見逃していたのですが、 

あとで写真を現像してみてビックリという

訳でした（中司隆由）。 

アマサギ ◇8月 6日、戸田市道満貯水池で 

1羽（二村英克）。 

チュウサギ ◇7月10日、川越市の伊佐沼で 

1羽（中司隆由）。 

オナガガモ ◇ 6月29日、志木市の新河岸川

いろは橋 富士下橋間で残留合 2羽（中司

隆由）。 

ホシハジロ ◇8月11日、戸田市道満貯水池

で1羽（海老原美夫）。 

キンクロハジ口 ◇8月11日、戸田市道満貯

水池で1羽（海老原美夫）。 

オオタカ ◇ 7月30日、戸田市道満貯水池の

テトラポットの上で若鳥1羽。変な声で鳴

いていたが、鳴き声を聞いたのは初めて 

（二村英克）。 

ツミ（繁殖） ◇7月10日午後1時30分、鴻

巣市で上空をッミが小鳥らしきものを捕ま

えて飛ぶ。近くのイチョウの大木に入る。 

午後 3時頃に 2羽並んでとまっているのを

発見。2羽の内1羽は幼鳥でした。7月11 

日、下から10メートル程の所にある巣を見

つける。中で1羽が、さかんに食事中でし

た（逸見 喰）。7月12日、 ヒナ 4羽を確

認する（内藤義雄）。 

サシバ ◇9月 4日、秩父市美の山で 1羽 

（山岸昭治）。 

チュウヒ ◇8月20日、戸田市道満で早 1羽 

（高橋達也）。 

ヒクイナ ◇7月 5日、富士見市の柳瀬川で 

1羽。当地では数年前に姿を消したと思わ

れていたが、今年は復活か（中村 治）。 

バン ◇7月10日、川越市の伊佐沼で親と幼

鳥 2羽。幼島の額は、もうずいぶん赤くなっ

ていました（中司隆由）。 

タマシギ ◇8月28日、川越市船渡で合早各 

1羽、幼鳥 2羽（山部直喜）。 

ムナグロ ◇8月31日、熊谷市北部の休耕田

で28羽。胸の黒色が鮮やかなのが10羽いま

した（中島章二）。 

ケリ ◇ 9月1日、3日午前 6時頃、大宮市

の芝川、東武野田線鉄橋から 100メートル

位上流で1羽。コチドリ、イソシギ、バン

などと採餌していた（諸徳寺四郎）。◇ 9 

月 3日、熊谷市北部の休耕田で1羽。初め

てみる美しさに36度以上の暑さも何のその、 

しばらく眺めていたが、いずこか飛んで行

方不明。ああ残念。でもくちばしの黄色と

黄色い長い脚が印象的でした（中島章二）。 

ヒバリシギ ◇8月18日、戸田市の戸田橋付

近の荒川河川敷グランド脇の草地で1羽。 

当地初記録（高橋達也）。 

アオアシシギ ◇7月25日、戸田市道満貯水

池で 6羽（二村英克）。◇ 8月28日夜、入

間市宮寺の狭山丘陵であの独特の声が夜空

から降ってきた（渡辺 敦）。 

キョウジョシギ ◇8月 6日、戸田市道満貯

水池で1羽（二村英克）。 

クサシギ ◇ 8月10日、志木市の柳瀬Jlに1 

羽（中村 治）。 

アカエリヒレアシシギ ◇8月 2日、秩父市

浦山、秩父～名栗林道で車と衝突して死ん

だと思われるオスの死体発見。死後まだわ

ずかの個体で、頭側部に損傷あり（青山紘 
ー）。 

ユリカモメ ◇8月11日、戸田市道満貯水池

で1羽（海老原美夫）。 

ウミネコ ◇8月11日、戸田市道満貯水池で 

1羽（海老原美夫）。 

カッコウ ◇7月26日、朝霞市仲町1丁目で

電話線に平行にとまる。そのためメスと思 
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われる（田中富夫）。 

ツツドリ ◇7月17日午前 4時、大宮市堀崎

町の自宅で鳴き声を聞くが、どうしてこん

な所で？（藤原寛治）。 

ヤマセミ ◇9月7日、秩父市の羊山公園の

姿の池で 2羽乱舞（山岸昭治）。 

カワセミ ◇8月18日、吉見町の吉見総合運

動公園の池の端から1羽飛び立つ（長島岩

雄）。 

ヤツガシラ ◇8月 6日～、大宮市本郷町で 

1羽。継続観察（菅原俊也）。 9月10日、 

大宮市砂団地（本郷町の現場から北東約1 

キロの地点）でャツガシラが死んで空から

降ってきた（岡）。 

コゲラ K7月 5日、志木市の柳瀬川で 2羽 

1羽は電柱のてっぺんの金属板をしきりに

つつく。 しかし、さすがに連続技（ドラミ

ング）はできないようだ（中村 治）。 

セグロセキレイ ◇7月13日、桶川市若宮の

自宅南側の小公園でヒナを連れた親子が芝

生で餌をあさっていた（立岩恒久）。 

イソヒ臼ドリ ◇7月 2日午前10時30分、秩

父市大野原セメント工場の煙突脇の建てや

で合 1羽（山口輝雄）。 

クロツグミ ◇8月23日、三峰山で早 1羽 

（山岸昭治）。 

コョシキリ ◇7月12日、富士見市の柳瀬川

左岸のアシ原で数羽のオオョシキリに混じっ

て眉秀でたる 1羽（中司隆由）。 

センダイムシクイ ◇8月26日、31日、秩父

市美の山公園で1羽（山岸昭治）。 

キクイタダキ ◇8月23日、三峰山で 1羽 

（山岸昭治） 

キビタキ ◇8月31日、秩父市美の山公園で 

1羽（山岸昭治）。 

オオルリ ◇8月23日、三峰山で若鳥 4 羽 

一表紙の写真 

8月18日 大宮市本郷町 （海老原美夫） 

（山岸昭治）。◇ 8月31日、秩父市美の山

公園で若鳥1羽（山岸昭治）。 

エゾビタキ ◇8月26日、秩父市美の山公園

で1羽（山岸昭治）。 

コサメビタキ ◇8月23日、三峰山で 1羽 

（山岸昭治）0 

サンコウチョウ ◇7月 4日、児玉町の間瀬

湖周辺で尾の短い固体1羽。「月日星ホイ

ホイホイ」 とさえずる（田口浩司）。 

ヤマガラ ◇8月23日、三峰山で1羽（山岸

昭治）0 ◇8月28日、浦和市上野田で 1羽 

（藤原寛治）。 

シジュウカラ ◇7月12日、午前 6時40分、 

桶川市若宮の自宅裏の桜の木でヒナ連れ18 

羽の一群が毛虫を捕りながら移動して行っ

た（立岩恒久）。 

メジロ ◇7月7日、桶川市若宮の自宅付近

のクスノキでヒナ 4羽が横 1列に目白押し 

「チリチリチリ・…・・」 と鳴きながら時々親

から餌をもらっていた（立岩恒久）。 

ウソ ◇8月30日、三峰山で若鳥 2羽（山岸

昭治）。 

イカル ◇ 9月 3日、秩父市美の山で約50羽 

（山岸昭治）。 

ネイチャーフオトコンテスト1992 入選作ー 

飛 期 （ 
それは暴風の日。小鳥たちも風に飛ばされ

てほとんど姿を現さず、やはりこんな日はダ

メだったと、ひとりトボトボ足を運ぶ。 

ふと目の前に、かわいそうな私に対するサー 

ビスのためか、1羽のダイサギが、勇ましく 

ダイサギ） 
風に立ち向かっていた。“やったあ’' 

待つこと約30秒。飛んだガ 

今日は慰めてくれて、本当にどうもありが 

とうございました。 

内田博子（小平市） 
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ぎ麟 

期日：11月7日（土） 

集合：午前10時30分 赤沼バス停 

交通：東武日光線快速（浅草7:10、北千住 

7:20、春日部7:42、東武動物公園 

7 : 47）に乗車、東武日光駅より湯元

温泉行きバス 9: 21発に乗車。切符は

日光フリーパスが便利。 

解散：現地にて午後 3時ごろ。 

担当：中島、松井、福井、草間 

見どころ：枯れ野をかけめぐる小鳥たち。晩

秋の戦場が原で、カラやキツツキの仲

間、キバシリ、ベニマシコなどを探し

ましょう0 

（蕪蕪憂奮璽蕪熱 
期日：11月8日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9: 06発または寄居9: 

03発に乗車。 

担当：菱沼（一）、森本、林滋、関口、菱沼 

（洋）、斉藤、塚本、中島（章）、川

島 

見どころ：冬鳥たち、無事に到着。ッグミ、 

カシラダカ、 シメ。数々の困難を乗り

越えてきた小さな勇者たちに拍手。 

I蕪竃薫襲蕪コ 
期日：11月8日（日） 

集合：午前9時 JR武蔵野線東浦和駅前

解散：大崎公園にて。 

探鳥会への参加は、特別な場合を除いて予

約申込みの必要はありません。受付は探鳥会

当日。参加費は一般 100円。会員及び中学生

以下50円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、 

ゴミ袋、 もしあれば双眼鏡など。小雨決行で

す。解散時刻は、特に記載のない場合、正午

から午後1時ごろになります。 

◇はじめて探鳥会に参加される方へ◇ 

集合場所へ着いたら、まず”日本野鳥の会

埼玉県支部“の旗か、青い腕章をつけた担当

者を探して、遠慮なく声をおかけ下さい。私

達もあなたを探していますので、じじ配なく。 

担当：手塚、伊藤、田口 

見どころ：紅葉に彩られた斜面林。そして野

辺には早くも冬の気配。渡ってきた冬

鳥やチョウゲンボウを求めて、一面の

枯れ野をさまよい歩く。 

無烈勲諮驚鷲盤盤』 
期日：11月15日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅 

東口（集合後、バスで現地へ）または、 

午前9時 浦和市立郷土博物館前

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺、手塚、伊藤、笠原、 

田口、馬場、岡部 

見どころ：ジョウビタキ君と再会。 「ご無沙

汰してました。今シーズンも、よろし

く」 と、 ピョコンとお辞儀するかわい

い姿をお楽しみに。 

n憂蕪褒護］ 
期日：11月15日（日） 

集合：午前8時45分 JR高崎線桶川駅西口

担当：立岩、榎本、吉原、桜庭、新堂 

見どころ：見応え充分、タゲリの群れ。秋空 

にはためく黒い翼、風になびく冠羽。 

タゲリの魅力に酔いしれて下さい。 

蕪蕪三亜蕪憂藍］ 
期日：11月22日（日） 

集合：午前9時 西武新宿線狭山市駅西口

担当：長谷部、三田、石井、佐久間、柳原、 

小野、山本、中村（祐） 
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見どころ：カモや身近な鳥たちを見にきませ

んか。 これから本格的にバードウォッ

チングを始めようとしている方には絶

好の季節。一人でもご心配なく。リー 

ダーが親切にお手伝い致します。 

蓮勲鷺 
期日：11月22日（日） 

集合：午前10時 秩父鉄道長瀞駅前 

担当：林滋、町田、菱沼、小測 

見どころ：力ワセミ、オシドリでお馴染みの

長瀞。この季節は、紅葉でますます華

やかになります。秋の一日、たっぶり

と目の保養を0 

「冨需藻蔦会（要予約） 

期日：11月22日（日）~23日（月。祝） 

定員に達しましたので締め切りました。たく

さんのご応募ありがとうございました。参加

される方には詳しい案内書を送付致しました。 

礁薫葱蓋蒸襲］ 
とき：11月28日（土）午後1時～2時ごろ

会場：支部事務局 

鍵蔓薫鷲74IJ 

とき：11月28日（土）午後2時ごろ～5時

会場；『しらこばと』袋づめの会と同じ 

獲重蕪蕪襲藍『〕 
期日：11月29日（日） 

集合：午前8時45分 JR東北線蓮田駅東口 

バス停前 

解散：午前11時30分頃。 

担当：中島、馬場、林（慎）、浅田、小林 

（恒）、入山、山岡、五十嵐 

見どころ：ツグミ、タゲリ、ジョウビタキ、 

そして心なごむ秋の農村風景。のんび 

り歩けば、遠い故郷が思い出されます。 

12月6日（日） 阪東大橋探鳥会 

越生探鳥会 

石戸宿定例探鳥会 

12月12日（土） 見沼ヘルシーロード探鳥会 

12月13日（日） 狭山湖探鳥会 

大麻生定例探鳥会 

12月20日（日） 武蔵丘陵森林公園探鳥会 

三室地区定例探鳥会 

12月23日（水・祝）年末講演会 

獲議蕪苔蕉燕灘 
期日】平成5年1月9日（土）-.-1 0日（日） 

定員】20名（先着順、県支部会員優先） 

費用：31, 000円程度（交通、宿泊、弁当、 

保険その他）。 

交通：新幹線及び在来線利用。 

申し込み：通常葉書に住所・氏名・電話番号・

性別を明記の上、中島康夫 

までお申し込み

下さい。参加が決まった方には詳しい

案内書を送付致します。 

担当：中島康夫、松井昭吾 

見どころ：一万羽のガソが飛び交う伊豆沼、 

蕪栗沼を歩きます。オジロワシやハヤ

ブサにも会えるでしょう。 

注意：二日間とも約5kmづつ歩きます。足に

自信のある方向きです0 

鷲燕蕪蕪蕪『憂黛〕 
期日：平成5年1月30日（土）~31日（日） 

定員】35名程度（先着順、県支部会員優先） 

費用】19, 000円程度（交通費・宿泊・保険 

その他）。 

交通：貸切りバス利用。 

申し込み；往復葉書に住所。氏名。電話番号。 

年齢。性別を明記の上、榎本秀和 

までお申

し込み下さい。 

担当：榎本、北川、内藤、岡安 

見どころ：日本ーの力モメの名所へ、ときめ

きのバスッアー。埼玉ではなかなか見

られない海鳥を思いきり見た後は、鳥

談義に花を咲かせましょう。 

注意：防寒に充分留意の上お出かけ下さい。 

＊一泊探鳥会の申し込み方法は、担当者によっ

て若干異なりますので（例えば往復葉書か通

常葉書か）、充分ご注意下さい。 
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■ 5月 9 日（土） 神奈川県多摩川河口

囚 8人国雨後曇園カワウ ァォ 

サギ カルガモ キンクロハジロ スズガモ

バン コチドリ シロチドリ メダイチドリ 

ダイゼン キョウジョシギ トウネン ハマ

シギ キアシシギ ソリハシシギ ユリカモ

メ カモメ セグロカモメ コアジサシ キ

ジバト ツバメ ハクセキレイ ヒョドリ 

オオョシキリ スズメ ムクドリ オナガ

カラス S P (28種）悪天候の中、探鳥会を開

催。どんな雨降りでも、必ずと言っていいほ

ど参加者が居る。それも一人二人ではない！

ということに毎回頭が下がる思い。今回は、 

大田区在住のベテラン赤池氏が参加してくだ

さり、もうどんな鳥が出てもだいじょうぶサ！

と出かけたが・・…・。雨の干潟を歩き回るのは、 

鳥たちもあまり好きではないらしい。それで

も渡りの季節ならではのシギ類が数種見られ

た。今回は、潮の具合に合わせて午後の探鳥

会だった。参加者の一人のS氏、帰りの電車

の中で雨衣を脱いだら、背広姿もりりしいジャ

パニーズ。ビジネスマンに変身。お勤めの帰

りによって下さった。T嬢も午前中に用事を

済ませてからの参加で、清楚なスカート姿。 

彼らの姿を見て思った。普通の服装で気軽に

行ける、午後からの（夏ならアフタ-5でも） 

探鳥会があってもいいんじゃないかな・・…・。 

'‘仕事が忙しくても行ける探鳥会’’について、 

普及部の方、ご検討を…・・・。 （小林みどり） 

■ 7 月 4 日（土） 栃木県 奥日光

囚 55人国晴囲マガモスズガモ 

キジバト カッコウ ホトトギス アマツバ

メ アカゲラ コゲラ イワツバメ キセキ

レイ ハクセキレイ モズ ミソサザイ コ

マドリ ノビタキ アカハラ ウグイス メ

ボソムシクイ ェゾムシクイ センダイムシ 

クイ キクイタダキ キビタキ エナガ コ

ガラ ヒガラ シジュウカラ ゴジュウカラ

ホオジロ ホオアカ アオジ イカル ニュ

ウナイスズメ スズメ ムクドリ カケス

ハシボソガラス（36種）戦場ケ原はワタスゲ

やツツジの花が咲きそろい、濯木の先にはノ

ビタキやホオアカが止まり、素晴らしい眺め

でした。ニュウナイスズメの親が巣穴に餌を

運ぶところも見られました。大勢の参加者で

したが、皆さん十分に楽しめた様子でした。 

（中島康夫） 

■ 8月15日（土） 神奈川県 多摩川河口

囚 36人国晴園カワウ ダイサギ 

コサギ アオサギ カルガモ トビ バン

ムナグロ ダイゼン シロチドリ メダイチ

ドリ オオメダイチドリ キョウジョシギ

トウネン ハマシギ オバシギ アオアシシ

ギ キアシシギ ソリハシシギ オオソリハ

シシギ ユリカモメ ウミネコ コアジサシ

アジサシ キジバト ッバメ ハクセキレイ

セッカ カワラヒワ スズメ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（32種）探鳥会開始直後

にオオメダイチドリ登場。前回に弓は続き参

加して下さった大田区の赤池氏が発見。ほぼ

全員がじっくりと観察できた。でも、識別は

難しい。見れば見るほどウーン？？担当リー 

ダーは、‘‘ホラ、 メダイチドリと違うのは、 

階、脚と‘・・・・・’’などと分かったようなことを

言いはするものの、心の中では“この鳥、 こ

の次にどこかで会っても絶対分からないだろ

うなー、絶対メダイチドリだ！と思っちゃう

よなー”リーダーと言っても、そんなもんな

んですよ。 ところで今日はお盆。帰郷や夏休

みで参加者は少ないだろうという甘い予想は

裏切られた。用意していたチェックリストが

足りなくなり、参加者の中の役員・リーダー 
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役員リーダ-  27人役員リーダー 

オブザーバー 

に配った分を回収して、なんとか間に合わせ

た。役員。リーダーの皆様、ご迷惑をおかけ

しました。今日はおまけに終戦記念日。渡り

鳥の集う平和な干潟を眺めつつ思う。人間同

士の戦争は言うまでもなく、人間が自然に対

して仕掛けている侵略戦争も、そろそろ終戦 

にしたいもの・・・・・・。 	（小林みどり） 

園8月16日（日） 浦和市 三室地区

囚 37人国晴園コサギカルガモ 

コジュケイ バン キアシシギ イソシギ

キジバト コゲラ ヒバリ ッバメ イワツ

バメ ハクセキレイ ヒョドリ モズ セッ

カ シジュウカラ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ オナガハシボソガラス

ハシブトガラス（23種）先月に100 回目の記

念探鳥会を開き、今月の探鳥会より200 回目

の探鳥会を目指して頑張る三室の鳥仲間たち

です。郷土博物館の暖かい支援の下で、なか

よく“鳥よりも人の輪を大切にして’’います。 

そうした意味で、7月の探鳥会で聴覚障害の

方の参加があって、手話等で交流しましたが、 

今月は、視覚障害の方の参加があり、リーダー 

の適切な案内で無事探鳥会を終了したことを 

うれしく思っています。 	（楠見邦博） 

と8月22日（土）蓮田市民祭で普及活動

ボランティア 海老原教子、草間和子、小林

恒雄、佐久間博文、中島康夫、馬場昇、林慎 

ー、福井恒人、藤原寛治（ 9人）今年で 3回

目を迎えた市民まつりに今年も参加しました。 

テントの中で黒浜沼周辺で見られる野鳥の写

真展と野鳥グッズ等の販売を行いました。た

くさんの市民の方が訪れ、熱心に写真に見入

り、案内の会員の方にも色々と質問をしてい

ました0 暑い中、お手伝い下さった会員の皆

様ありがとうございました。 （中島康夫） 

■8月30日（日） 初級リーダー研修会

ロ矢沢潔（本部企画事業部企画室） 

新規研修生 阿久沢キクェ、池永重子、小野

沢満、川島正治、神場真文、工藤洋三、斉藤

比佐実、桜庭勇、篠原五男、篠原東彦、新堂

克浩、塚本典子、中島章二、中村祐子、山岡 

百合子、山本真喜子（16人） 

オブザーバー 堀口忠男、金谷道行（共に群

馬県支部幹事） 

■9月 6日（日）千葉県習志野市谷津干潟

囚51人闘晴囲カワウ ダイサギ

チュウサギ コサギ アオサギ カルガモ

ノぐン コチドリ シロチドリ メダイチドリ

ダイゼン キョウジョシギ トウネン ウズ

ラシギ ハマシギ アオアシシギ キアシシ

ギ イソシギ ソリハシシギ キリアイ ミ

コービシギ オバシギ オオソリハシシギ ダ

イシャクシギ ホウロクシギ チュウシャク

シギ セイタカシギ ユリカモメ セグロカ

モメ ウミネコ キジバト ハクセキレイ

セッカ スズメ ムクドリ （35種） シギ・チ

ドリの秋の渡りの最盛期！埼玉では数少ない

干潟の鳥をみんなでゆっくり観賞した。 

（杉本秀樹） 

■9月13日（日） 熊谷市 大麻生

囚 40人国曇園カィッブリ カワ

ウ ササゴイ ダイサギ コサギ アオサギ

カルガモ トビ オオタカ タカSp チョ

ウゲンボウ コジュケイ イカルチドリ イ

ソシギ シギSF キジバト ヒバリ ショ

ウドウツノぐメ ツノgメ イワツノぐメ ハクセ

キレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ

オオョシキリ ェゾビタキ ヤマガラ シジュ

ウカラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ム

クドリ オナガ ハシボソガラス ハシブト

ガラス（35種）雨続きの去年に比べて、日照

り続きの今年は、河原も干上がって草が生え

てしまった。さすがのススキもぐったりして、 

生気を失っている。しかし、時折ほおをなで

る風には、秋の気配が感じられた。土手の上

からオオタカ、チョウゲンボウ、途中の林で

はェゾビタキを全員で観察した。（ところで 

N君、最近大麻生に姿を見せませんね・・・。） 

明戸堰では、見慣れないシギが1羽、皆であ

れこれ相談したが結局わからずじまい。どこ

か干潟に行って、 もっとシギ・チの勉強をし 

なければと思った。 	（菱沼一充） 

ボランティア 

新規研修生 
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護iiiiニネイチャーフオトコソテスト1992 入選作品 葉ミii: 
9月20日（日）の役員会で、出品者名を伏

せた作品本意採点制の審査の結果、次のとお

りに決まりました。 

オナガガモ（榎本秀和）、モズ。アゲハ・

イソシギ（林滋）、キンクロハジロ（中村

治）、クマガイソウ・ヒトリシズカ（立岩恒

久）、キジ・ムナグロ・キアシシギ・ダイサ

ギ。コサギ・ツミ。セイタカシギ・ブッポウ

ソウ・キセキレイ・セグロセキレイ・オオョ

シキリ（海老原美夫）、ヒバリ・コミミズク 

（野川一臣）、ダイサギ・コミミズク・ホオ

ジロ（内田博子）、エノキ（渡辺敦）、アマ

サギ（町田好一浪B）、バン・ショウジョウト

ンボ。ノビタキ・ウソ・ツグミ（登坂久雄） 

以上30点。応募作品は73点で、過去最多で

した。表紙写真などでご覧ください。 

~iiiii護毒 『県北見て歩き』出版計画 事~幸襲言 

県内の『見て歩き』シリーズを多数刊行し

ている出版社、幹書房から、県北版の執筆依

頼が当支部にありました。来年6月の発売を

目指して、県北地区の役員リーダーを中心に

協力チームが結成されました。 

二主ミミミミ葦三ミ三  トラバサミ事件 主三主葦主ミ葦萎幸i三 

10月6日付け東京新聞に、 「越谷市の養魚

池でトラバサミがしかけられ、コサギが死ん

でいる」 と、無残な状況が力ラー写真で大き

く報道されました。早速埼玉県東部環境管理

事務所から係員2名が急行して現地調査。違

法であることを知らなかったとのことで刑事

事件としての立件は見合わせましたが、トラ

バサミを押収、厳重に指導しました。 

豪i幸まi寒 「埼北野鳥の会」 について 主三三ミミ葦~ 

「埼北野鳥の会」という団体が結成された

との新聞報道があり、支部事務局に問い合わ

せもありましたが、この団体は、日本野鳥の

会とはまったく関係がありません。  

iiii譲護 文化祭にパネル貸出など 季i棄舞幸事i三

浦和市立岸中学校には写真パネル、杉戸町

立杉戸中学校にはビデオテープを貸出しまし

た。また、都内千代田区の共立女子短期大学

からは、生活環境論の授業の一部として探鳥

会に参加させたいと連絡がありましたので、 

『しらこばと』を送りました。 

霧i妻H月の土曜日当番（ 2時～6時）ii三三三 

-r日 伊藤芳晴 菱沼一充 

14日 山部直喜 海老原美夫（編集会議） 

21日 内藤義雄 馬場 昇 

28日 袋づめの会（1時から） 

季i季要奉萎豪萎棄 会員数は 主三主葺主ミミミ葦主i季i 

10月1日現在 1,980人です 

9月5日 今井元支部長葬儀に参列（松井）。 

9月5'-'-'6日 理事会に出席（海老原）。 

9月12日 研究部会議、編集会議。 

9月18日 幹書房出版計画打ち合わせ。 

9月20日 役員会議（司会・馬場昇、バード

ウォッチングウィーク展、 『見て歩き』、 

コンテスト審査など）。 

9月29日 理事会部会に出席（海老原）。 

9月30日 アイリスメガネ本社でパネル展後

援について依頼と打ち合わせ。 

今月号の表紙を飾ったダイサギ、撮影者は

内田博子さん。女性の作品初登場です。野鳥

の会には女性が少ないとよく言われますが、 

それでも十数年前に較べたら増えました。若

かりし頃、プロミナかついで歩き回っていた

ら、ある中年男性に「そういうものは男に持

たせて見せてもらうもんだ」と言われました。 

そういう偏見って結構あるんですね。女性諸

君、オトコなぞに頼らず、ガンガンいい鳥見

て、いい写真とってください。 （みどり） 'I 	麟義鷺麟響難驚鷺I 
再生紙使用 


